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NY マーケットレポート（2020 年 9 月 29 日） 
 

 

出所：SBILM 



 
                                           

2 

NY 市場レポート （前日 21 時 00 分～午前 5 時 30 分まで） 
 

主要な米経済指標の結果 

9 月消費者信頼感指数 101.8（予想 90.0・前回 84.8⇒86.3） 

9 月の米消費者信頼感指数は、市場予想を上回る結果となり、2003 年 4 月以来の大幅な上昇となった。

現況指数は 98.5（前月 85.8）と 12.7 ポイント上昇、期待指数は 104.0（86.6）と 17.4 ポイント上昇。

また、前回マイナスとなった雇用（十分－困難）は 2.9（-2.2）と改善した。ただ、新型コロナウイルス

の感染拡大前の水準（2 月 132.6）と比べると依然として低い水準となっている。 

 

データを基に SBILM が作成 
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主要株価指数は 4 営業日ぶり反落 

米株式市場では、第 1 回の米大統領候補のテレビ討論会を控えて、主要株価指数は序盤から小動きの展

開となった。さらに、主要 3 指数が前日まで 3 営業日続伸となっていたことから利益確定売りも観測さ

れており、上値の重い動きが続いた。ダウ平均株価は、序盤から上値の重い動きとなり、一時前日比 245

ドル高まで下落した。その後は下げ幅を縮小し、131.40 ドル安（-0.48％）で終了した。一方、ハイテク

株中心のナスダックは 32.28 ポイント安（-0.29％）で終了した。 
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ドル/円は様子見ムードから狭いレンジ内の動き 

NY 市場では、米大統領候補のテレビ討論会を控えて積極的な売買が手控えられており、ドル/円は序盤か

ら狭いレンジ内の動きが続いた。序盤に 9 月の米消費者信頼感指数が発表され、17 年ぶりの大幅な上昇

となったものの、依然として新型コロナウイルス感染拡大前の水準を大幅に下回っていることもあり、

反応は限定的だった。一方、ユーロはアジア時間からドルや円に対して堅調な動きが続いたが、メルケ

ル独首相が首都の新型コロナウイルスの状況は深刻との見方を示したことや、復興基金の遅れを警告し

たことから、一時反落する場面もあった。また、再開された英国と EU の協議に対する警戒感が広がって

いることに加え、英中銀総裁がマイナス金利の導入を排除していないと発言したこともあり、ポンドは

ドルや円などに対して上値の重い動きとなった。 

 

出所：総合分析チャート 
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お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ
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